
 
  

「経営計画２０１４」要約版 

（公財）みやぎ産業振興機構 

 県内中小企業等の経営の革新及び創業の促進並びに経営基盤強化等のための支援事業を行い、もって宮城県の産業の振興に寄与する。 

 
 
 
・機構初の経営計画として策定 
・基本理念と経営ビジョンを設定し目標価値観を 
 全役職員で共有 
・震災復興支援事業を主体とした事業実施計画を 
 策定 
・期待される職員のあり方や職員の能力向上指針 
 を明示 

経営計画2012（H24~25） 

 
 
 
・震災復興支援事業をはじめとする事業計画の実 
 施及び多様な新規支援事業の開始 
・経営革新等支援機関の認定及び県内中小企業等 
 への経営力強化支援 
・支援企業先への巡回訪問によるフォローアップ 
 の強化 
 

活動状況 

 
 
 
・宮城県震災復興計画「再生期」に呼応した県内 
 ものづくり産業の早期復興への寄与 
・現場主義を再認識しスピード感をもった変化に 
 応じたバランスのよいサービスの提供 
・経営基盤の安定及び職員の意識改革・資質向上 

今後の展開 

＜ 基 本 理 念 ＞ 

① 県内中小企業等の「復興・再生」支援           ③ 県内中小企業等の「経営基盤強化」支援 
② 県内中小企業等の「経営革新・創業」「産学官連携」支援  ④ 機構の経営改善と職員の資質向上による持続的発展 

 
 
 

・経営計画に従い震災復興支援を中心に中核的産 
 業支援機関としての役割を発揮 
・財務改善計画に基づく着実な取り組みの実施及 
 び更なる改善と持続的取り組みの必要性 
・被災企業等のニーズの的確な把握と迅速・最適 
 な対応並びに多様な支援事業の円滑な遂行 

評価と検証 

  1「私たちは顧客を第一に考えて行動します。」        4「私たちは事業の改善に努めます。」 
  2「私たちは最適な支援策をコーディネートします。」     5「私たちは事務の改善に努めます。」 
  3「私たちは顧客満足度の向上を目指します。」        6「私たちは意識改革と資質向上に努めます。」  

 
  

国・外部支援機関等 宮城県産業技術総合センター 

宮 城 県 

 現場を 
「見る」 
「聴く」 
「知る」 

 企業の 
 声に 

「応える」 

機構の 
ファンを 
増やす 

顧客第一主義 
企業訪問の強化 
同じ目線で直接向き合う 

コーディネート機能 
横断的・多角的・段階的支援 
経営資源の有効活用 

ＣＳ向上 
迅速・最適なサービス提供 
支援後のフォローアップ 

事業改善 
支援事業・手法の見直し 
財務の改善及び安定化 

事務改善 
５Ｓ活動の継続・推進 
働きやすい職場環境づくり 

意識改革と資質向上 
内外研修の活用や自己研鑚 
コンサルティング能力向上 

支援内容
の充実 
経営基盤
の安定 

「ムリ」 
「ムダ」 
「ムラ」 
をなくす 

人材育成 
及び 

資質向上 
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ネットワーク 

ヒト・モノ・カネ・情報・連携 

「スピード」 
感を持ち適切なタイミングで 

「変化」 
を常に捉えながら 

「バランス」 
の取れた最適なサービスを 
 

県内中小企業等に提供 

現場主義の再認識 

みやぎの産業「まるごと支援」 

県内中小企業等と 
の信頼関係の構築 

支援内容の充実 
支援体制の構築 
支援成果の結実 

県内中小企業等 
＝ 顧客 

【外部戦略】 【内部戦略】 

１.本計画のビジョン 

４.職員のあるべき姿 

３.事業推進体制 ２.基本戦略 

基本方針や取組みについて 「経営計画2012」推移 

宮城県の産業の振興 
～ものづくり産業の早期復興と再生を目指し「富県宮城の実現」へ～ 

「復興・再生」支援 

「経営革新・創業」「産学官連携」支援 

「経営基盤強化」支援 

事業支援課 

企画調整課 産業復興相談センター 

取引支援課 金融支援課 

アグリビジネス支援室 産学連携推進課 

産学連携推進課 

経営革新・創業等 

販 路 拡 大 

取 引 支 援 

アグリビジネス 

産学官連携・研究開発 

人 材 育 成 

金 融 支 援 

復興相談・事業再生 

総合相談 

みやぎ産業振興機構 

［計画期間 平成26～29年度］ 


